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インターネットでの情報提供

提供予定日 ８月 １日

平成２４年７月３１日 県政記者クラブ配布資料

担当課 担当係 担当者 電話番号

医療整備課 医療整備係 柴田 安寛

弥栄 剛

058-272-8267（直通）

058-272-1111（内 2535）

救急搬送情報共有システム（ＥＴＩＳ
エ テ ィ ス

）の導入について

岐阜県では、急病患者等の医療機関への救急搬送時間の短縮と集中搬送の回避を図るため、地

域医療再生基金を活用し、平成２４年８月１日（水）から新たに「救急搬送情報共有システム

［Emergency Transport Information System：ＥＴＩＳ（エティス）］」の運用を開始しますので、

お知らせします。

記

１ ＥＴＩＳの概要

（１）導入目的

救急搬送において、早く適切な医療機関の選定を行うことは命題と言えますが、情報の把握

が十分でないために、搬送先が特定の医療機関に集中したり、何度も受入れ確認を行っていて

は、対応の遅れにつながります。

現在、医療機関側で「岐阜県広域災害・救急医療情報システム」の応需情報を１日２回更新

していますが、情報のリアルタイム性に欠けるという問題があります。

そこで、救急隊がタブレット型情報端末（※）を利用して救急搬送結果情報を入力・閲覧す

ることにより、各医療機関の搬送履歴や受入可否情報を把握することを可能とし、その情報に

より、搬送先医療機関の選定時間の短縮や集中搬送の回避を図ることを目的としています。

（２）利用方法

ＥＴＩＳには、医療機関の応需情報と救急搬送結果情報（搬送日時、事故種別、重症度、受

入結果等）が一覧表示されます。これらの情報は消防本部の管轄を超えて閲覧することができ、

各救急隊は救急車内からタブレット型情報端末を利用して情報を確認し、搬送先を選定します。

各救急隊は救急搬送終了後、帰署時の救急車内にて、救急搬送結果情報をタブレット型情報

端末から入力します。入力された情報は直ちに反映されるため、各救急隊はリアルタイムな情

報を見ることができます。

２ 導入により期待できる効果

①適切な搬送先医療機関を迅速に選定

救急隊が救急車内からＥＴＩＳ情報を閲覧・入力することで「岐阜県広域災害・救急医療情

報システム」の医療機関応需情報の鮮度が補完でき、時間短縮や集中搬送の回避が図られます。

また、ＧＰＳ機能により、現場から距離の近い順に医療機関を参照することも可能となります。
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②車外での医療機関選定

タブレット型情報端末での利用により、救急車から離れた場所でも救急隊が医療機関を検索

することができます。

③管轄・圏域を超えた搬送

各消防本部が全地域の情報を閲覧できるため、管轄地域に関わらず、各市町村の医療機関情

報を共有し、広域搬送にも対応可能となります。

④医療機関の協力

搬送情報は医療機関側からもモニターできるため、特定の医療機関に搬送が集中している場

合等に協力を仰ぐことができ、また医療機関側の相互協力の意識が高まります。

※タブレット型情報端末について

地域医療再生基金を活用し、平成２４年４月に県内２２消防本部で保有する全救急車（１３４

台）へ配備。救急車の中から「岐阜県広域災害・救急医療情報システム」やＥＴＩＳを利用す

る他、タブレット型情報端末が備えている固有機能により、以下のような活用を見込んでいる。

①ブラウザからのインターネット検索により、「疾病名・病態情報」「中毒情報」「医薬品情

報」等を取得

②カメラ機能により、現場（交通事故・火災等）状況や傷病部位を記録し、搬送先医師への引

継に利用

③メール機能により、現場写真等を本部や医療機関へ送信

④地図・ナビゲーション機能により、周辺状況や目的地までの順路を確認

⑤ワンセグ機能やラジオアプリにより、災害時の情報を収集

⑥救急隊が利用する各種マニュアルをタブレットへ保存し、現場等で参照

など

３ その他

○全国の導入状況

タブレット型情報端末またはスマートフォンを救急車へ配備し、救急搬送結果情報の入力・

閲覧を実施している都道府県は、佐賀県（平成２３年４月導入）、栃木県（平成２４年３月導

入）、香川県（平成２４年４月導入）。岐阜県は４番目の事例となり、中部地方では初めて。

○救急搬送状況【平成２２年中】

（１）病院収容平均時間・・・岐阜県３０．８分（全国３７．４分） 
（２）重症以上傷病者のうち、医療機関に受入照会を行った回数ごとの件数

［上段：件数 下段：割合］

１回 ２回 ３回 ４回 ５回以上 合 計 最大照会回数

岐阜県 8,079 480 105 37 18 8,719 9 回

92.7% 5.5% 1.2% 0.4% 0.2% 100% －

全 国 357,226 42,791 15,733 7,129 9,252 432,131 42 回

82.7% 9.9% 3.6% 1.6% 2.2% 100% －
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■タブレット型情報端末からのＥＴＩＳ画面

搬送情報を登録する画面に遷移します。

各医療機関の搬送結果情報が表示されます

搬送日時、受入結果、事故種別、

重症度（色別）、搬送救急隊名、コメント
各医療機関の名称と

救急連絡先が表示されます

画面を

タッチ



救 急 隊 医 療 機 関

＜前提＞
患者の容態と救急隊員の経験から、Ａ病院、Ｂ病院、
Ｃ病院が搬送先候補に挙がった。

現在日時
8/1 13:40

Ａ病院

手術中

Ｂ病院

多忙

Ｃ病院

ＳＴＥＰ３
搬送依頼

手術中のため×

可能であるが、
できれば他へ…

ＳＴＥＰ１
搬送依頼

ＳＴＥＰ２
搬送依頼

ＳＴＥＰ４
搬送

受入ＯＫ

救急現場での活用イメージ（ＥＴＩＳ未使用）

情報の把握が十分でないため、何度も受入確認を行う必要があり、搬送の遅れにつながる。

救 急 隊 医 療 機 関

＜前提＞
患者の容態と救急隊員の経験から、Ａ病院、Ｂ病院、
Ｃ病院が搬送先候補に挙がり、ＥＴＩＳにて状況を確認。

Ａ病院

搬送日時 結果 種別 重症度 コメント

8/1  13:30 × 急病 重症 手術中
8/1  13:00 × 急病 中症 手術中
8/1  12:45 ○ 急病 重症

医療機関

Ｂ病院 8/1  13:35 ○ 急病 重症
8/1  13:15 ○ 負傷 重症
8/1  12:50 ○ 急病 中症

現在日時
8/1 13:40

Ｃ病院 8/1  11:30 ○ 急病 中症
8/1    9:00 ○ 負傷 重症
8/1    6:30 ○ 急病 軽症

救急搬送結果情報

Ａ病院

手術中

Ｂ病院

多忙

Ｃ病院

ＳＴＥＰ１
搬送結果
情報確認

Ａ病院は短時間に立て続けて受入不可である・・・
恐らく問い合わせても時間のロスになる。
Ｂ病院は搬送が続いており、医師の負担が
重そうだ・・・。
Ｃ病院に問い合わせよう。 ＳＴＥＰ２

搬送依頼

受入ＯＫ

ＳＴＥＰ３
搬送

医療機関への受入確認回数が減少し、搬送時間の短縮となる。また特定の医療機関への集中搬送の回避が図られる。

救急現場での活用イメージ（ＥＴＩＳ使用）

搬送後、帰署時に車内で
搬送情報をＥＴＩＳに登録


